保護者資料

平成３０年度　学校経営方針
「一人一人の笑顔がかがやく学校」
練馬区立豊玉南小学校
校　長　　風見由起夫
不易と流行

　豊玉南小学校のこれまでの教育活動、取組を「不易」とするならば、学習指導要領に盛り込まれた内容、ＩＣＴ機器の進化など社会の変化に対応した取組が「流行」だと考えます。「不易と流行」を意識して、これからの豊玉南小学校の教育活動が充実するようさらに努力してまいります。

１　学校教育目標
社会の変化に主体的に対応し、国際人として世界の人々から信頼と尊敬を得られ、心身ともに健康で人間性豊かで調和のとれた人間形成を目指す。
○考える子　　　○思いやりのある子　　　○元気な子　　　
２　めざす学校像
子どもにとって　　子供が夢をもち、心はずませて通う学校
保護者にとって　　保護者が安心し、信頼を寄せて子供を通わせる学校
　　　地域にとって　　　学校と保護者とともに子どもたちを育てる学校
　　　教職員にとって　　目標をもって取組み、やりがいのある学校
３　めざす児童像にむけて
○考える子・・・・・・問題に気付き、問題解決に向けて粘り強く取り組める子
・確かな学力を身に付け、きちんと自己表現できる
・知的な好奇心に充ち、すすんで学習に取り組む
	目　標
	方　策

	基礎・基本の定着

	・学習ルールの徹底　
・授業時間外の学習指導

	課題解決能力の育成

	・算数少人数指導の充実
・主体的・対話的で深い学びの学習活動
・国語辞典の活用
・家庭学習（学年×10分）の習慣化

	読書習慣の定着

	・読書旬間の設定と読書環境の充実


○思いやりのある子・・相手を理解し、共に生きていこうとする子
・思いやりの気持ちにあふれている
・豊かな人間関係を築くことができる
	道徳的な判断力、心情、
実践意欲と態度の育成

	・道徳授業地区公開講座の充実
・「特別の教科　道徳」の実施に向けた準備

	日本の伝統文化に親しむ
心の醸成

	・「百人一首」の暗記と季節の一句の取組みの充実
・伝統文化や伝統行事等の体験的活動の実施

	共生と地域・社会貢献意識の醸成

	・小中一貫教育の推進　
・幼保小との連携の推進
・地域人材、地域資源の学習への活用


○元気な子・・・・・・どんな困難にも打ち克つ強い心と体をもつ子
・めあてに向かって、粘り強く努力する意欲と体力がある
・明るくかっ達でありながら、節度ある行動がとれる
	規範意識の醸成

	・あいさつ運動の推進　　
・学年や時期に応じた生活指導の充実

	自尊感情や自己肯定感の
育成

	・元気会活動の充実　　

・特別活動（学級活動、児童会活動、学校行事）の充実
・好ましい人間関係の育成
・いじめ防止

	健やかな体の育成

	・短縄跳び、大縄跳び、マラソン等の取組の充実
・体力テストの分析と活用

	オリンピック・パラリンピック教育の推進

	・アスリートの招聘


○その他の取組
	教師の授業力向上


	・校内研究、校内研修の充実
・相互授業参観の推進

・ＩＣＴ機器を活用した学習活動の推進

	特別支援教室の充実


	・特別支援教室巡回指導拠点校の体制の確立

・困難を抱えている子への指導の充実

	外部機関との連携


	・以降首都の連携
・地域との連携

	ワークライフバランスの推進


	・教育活動、校務等の見直し


	服務事故の防止


	・服務事故防止研修、ミニ研修の実施



